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伊 吹令 人 、五 十嵐 正 雄

〔目 的 〕排 卵 期 周 辺 の 血 中各 種 ホ ル モ ン 動 態 と 卵

胞 の 発 育状況 が そ の 後 の 黄体機 能 に 及 ぼ す影響 を

総 合 的 に 解析 し た 。 〔方法 〕BBT が 2 相性を 示 す

6 症例 に お い て ，BBT 上 の 排卵 期 周 辺 で 5 日 間連

続 し て 超音波 断 層法 に よ る 卵胞 の 発 育 お よ び 血 中

FSH ，　 LH ，プ ロ ラ ク チ ン （PRL 丿，エ ス トラ ジ オー

ル （E ）を 測 定 し ， 卵 胞発 育 を 形 態学 的 お よ び 内 分

泌学 的 に 評 価 し た 。 さ らに 黄体 中期 に お い て，血

中E ，プ ロ ゲ ス テ ロ ソ （P ）値 を測定 し，卵胞発育 か

らみ た 黄体機 能 を 検 討 した 。FSH ，　 LH ，　 PRL の 測

定 は WHO の 標 準 品を 用 い た 第
一

ラ ジ オ ア イ ソ ト
ー

プ 社製 の 彳 ッ トを 使 用 し IRMA 法 に よ り行 っ た 。

〔成 績 〕  排卵期 周 辺 の 血 中 E 値 は 主 席 卵 胞 が 1

コ の 場 合 は そ の 直径 に ， 2 コ 以 上 の 場 合 は 計測 可

能 な 卵胞 の 直 径 の 合 計 に 有意 の 相 関 を 示 し た （ r

； O．866 ，
　P〈0、01 ）。   主 席卵胞 の 直 径 が 2   以 上 ，

も し くは 2 コ 以上 の 場 含 はそ の 直径 の 合計 b：2em

以 上 を 示 し た 周 期 で は ，LH ピーク は 40mlU ／ nd

以上を示 し，黄体 中期 血中 E ，P 値 もそれぞれ 200

p9／ne， 10n9 ／nt以 上 と い ず れ も 正 常 範 囲 内 で あ

っ た 。   主 席卵胞 の 直径 が 2 翩 未 満 （複数 の 場合

は 直径 の 合計 が 2　 cm 未満 ）を 示 し た 周期 で は ，
　LH

ピ
ー

ク は 28．0 ±5．7mlU ／nt と 低値 で ，黄体 中期 の

血 中 E ， P 値 もそ れ ぞ れ 128．7± 12．lpY／鵺 9，1

± 1．5n テ／祕 と 正 常域以 下 と な り，内分泌学 的 に は

黄体機 能 不 全 と 考 え ら れ た 。 〔結論 〕  黄体 の 機

能は 卵胞 の 発育 （と く に そ の 直 径 ）と密接 に 関係

し て い る 。   内 分 泌学 的 に 黄 体 機 能 が 十 分 に 保 た

れ て い て も，発 育 が 不 十 分 な 複数 の 卵胞 か ら形 成

さ れ た 場 合 が あ る 。  以 上 の こ と か ら，黄 体機 能

の 正 確 な 評 価 に は 卵 胞発 育状 況 の 把握 が 必 要 不 可

欠 と 考 え られ る 。

（昌的） hMG −hCG 療 法時 の 卵巣腫大 の 機序 に つ い

て検討 した 。 　（方法）高純度 FSH 製 剤 Metrodin

M （Serono 社）、 75− 2251U ／ 日を 連 日筋注 し hCG

投 与後 排卵 し た PCO 、13例 35周期 を検討対象 と した 。

排卵後 の 最大 卵巣 径 （ODmax ） を 超音 波学 的 に 計

測 し、ODmax に よ りA （80mm以 上 ）、　 B （80− 60

mm ） 、C （60mm 以 下 ）の 3群 に 分類 し hCG 投 与 ま で

の 各群 の 血 中 FSH 、　 LH の 連 日 の 変 化、卵胞 発 育数、

卵胞径 を 比較 検討 し た 。特 に FSH 濃度 に つ い て は

薬 物動態 学的 理 論 値 と 比較 し た 。 　（成績 ）（1）M の

投与量 、
お よ び hCG 投与時 の 最大卵胞径 に 3 群 間

で 有意差 は な か っ た 。 （2）3 群 の hCG 投与時 の 血 中

FSH は A ；554．8 ± 57．1、　 B ；378．5 士 25．2、

C ；372．9 ± 23．5ng ／mefで A 群 で は B 、C群 に 比 べ 有

意 に （P 〈 0．01）高 か っ た 。 A 群の 高 FSH 状態は hOG

投 与 の 3 日 前 よ り持 続 し て い た が 、薬 物動態 学 上、

そ の 起源 は 内因性 で あ る と思 わ れ た Q 〔2）3 群 の hCG

投与 時 の 血 中 LH は A ； 129．9土 19．3、　 B ； 116．8 ±

26，1、C ；60．5士 7．9ng ／m＃で A で は C に 比 べ 有 意 に

（P〈0．01）高か っ た 。 LH の 上 昇 は hCG 投与 3 日 前 よ り

見 ら れ た が 、M は LH を ほ と ん ど含 ん で い な い の で

こ の LH の 上 昇 も 内 因 性 の LH 分 泌 に 由 来 す る Q （31M

投与開 始初 期 期間 （0− 4 日） の 平 均 FSH 濃 度 と

ODmax 間 の 相 関 係 数 r は 0．16267 で 両群 間 に 有 意

の 関係 は な か っ た 。 （4＞A 群 の hCG 投 与 時 の 18　mm 以

上 、 及 び 14− 18nnの 卵胞数は 2．6個 、 2．7 個で C 群

の 1．4 個 、 0．9 個 に 比 べ 有意 に 多 か っ た 。

（結論 ）hMG 療法 時 の 卵 巣 腫大 は 療 法後半 期 の お

そ ら く 内 因性 に 由来 す る 高 FSH 血 症 と こ れ に 刺 激

され た 多発卵 胞発 膏 に 起 因 す る 。 し か も内因性 の

LH 分泌 が 加 わ る と卵巣腫 大は さ ら に 促進 さ れ る

と 言 う図式 が 考 え ら れ た 。
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